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オリンピックの興奮も終わり、その余韻に浸ってひいると、やれ尖閣だ！竹島だ！と物騒な話

が毎日のように新聞記事になっています。 残暑の暑さも手伝い、興奮のボルテージも上がり気

味で、穏やかな解決は無理？かもしれません。 私は中国人や韓国人がこれほどまでに日本人を

憎んでいるとはつゆほども知らずにいましたが、認識を新たにしなければ成らないようです。 

そんな記事の横にそれよりも大変な話が載っていました。 認知症の高齢者の人数が国の推計

よりも早く増加しているとの話です。 2002 年に 149 万人が 2012 年現在では 305 万人になり、

65 歳以上の高齢者の 10 人に一人が認知症になっていると言うのです。 これは穏やかな話では

ありません。 背景には急速な高齢化と認知症の啓発が進み、物忘れ外来などに行き認知症診断

を受けた人が増えたからと言われています。 さて、それじゃ～どうする。 国はお金がない事

を理由に認定基準を厳しくしていくでしょう。 介護の現場は慢性人手不足、私が認知症になっ

たら誰がオムツを取り換えてくれるのでしょうか？ 妻・無理、子供・ムリムリ悲しくなります。

9 月の行事予定 
 １・9/4・5・6 びほろふるさと祭り 
 ２・9/17 ホーム敬老会 

 普段の散歩風景です。 天気が良ければ皆で

外に出て日光浴と散歩を楽しみます。 

 あまり外に出たがらないのですが、いざ出て

みると、この様に自然と笑顔が出ます。 

 これで、おやつとジュースがあれば最高なの

ですが、ゆっくり食べる時間はありませんし、

もう帰ろうとか、疲れたと言い出し子供と散歩

しているのと同じようなものです。 今年はあ

と何回散歩に出かけることが出来るやら・・・。

 8/26(日)、2012 ふれあい広場にお元気なお年

寄達が参加してきました。 お天気が良かった

ので、出かける意欲満々です。 天気が悪いと

それだけで行かないと言い出します。 今年か

らグループホームが一つ増え、4 事業所協力し

て模擬店を出し、恒例のカレーを提供しました。

今年のカレーは、「ベジタブルカレー」でした。

味のほうはそこそこで、予定の 130 食はあっと

言う間に完売しました。 来年も来てください。

ほうゆうたより 8月号
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